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英國のS：血derlandの港に
架けられた世界最初の全アル

ミの跳開鷹，1948年11月に
竣工．鐵這及び歩行者用．鈍
響雲固k　21．5m，　支問1ま37：n．

全腫で51Sトンのアルミ合
．金を使用し，鍋を使う場合に

くらべて，垂量は約60％鰹
くなつた．践囲描に限らず，

すべて可勧橋ぽ．アルミを活
用するに最も逼Lた播φ形或
の一つである．

　アルミ零を橋に使つたらということC±，われわ2し日本

¢擾量も蛮く考えても見なかつたことではなく．また

1933年（昭和8年）1こ米［ヨPittsburgh市のSmith便1d

，Street橋の揺床（第1圖）がアルミ合血で醗ピられた

ことも，鎖涛の篇乃記事1）・2）で知つていた．然しそ

ρ盛蒋O我田のアルミ生症は鹸り振わず，その後になつ

て生渣鋪：上昇したというもの，のその頃にば艇に事箆や

最暑に入つていたため，これに不可鉄な航空機の主要材

斜を揺などに使うのはもつての外だというので，われわ

；tとしてはアルミの橋などば考えても見なかつたし，考

えても∴ダとさえ思つていた．ところ力縁搬になつて外．

踵の交rkhS手に入るようになつて見ると，米口では職宰

ftnに読に軍掃鞭にアルミが使われ，その後1946隼に

il　N．＝w　Y。rk州の．MassenaでGrasse河上に量アル

ミリブンートガーダー鐵道橘（第2弼，第3圏）3）・4）が

架けられ．194S年にほ莫「ζのSunderl：ndで歪アルミ

曝聡（喩加ト，第4蹴鋤力：完威し，誠
魏カナ効舗d・でC±ア、レ，のアー矯・），1・、（。臨

舅鞠がほとんど鐵したことs：bS、つicしか確
賂峨國ではアル，。S・、i　t・±us止一E’　itていたので，　iつ

れわれとしては，アルミの橋は｛撚として手のr－t、nも

のとあきらめて、・たカ：1一昨年以來ア、・、の刺働生th

匙れてか駄生酬柵・上昇・そ・撚も

亀融1辮1三灘鰯鐸纏各

有禁であつて，亭和戯特に持造への潅用が各方面thtら

強く要請される現状となり．一方，鋼に封するアルミ合

金の利殴が前記諸橋の質例から明らかにされたので，こ

こに近ればせながら橋への活用についての研究を開始し

たわけである．

　便按のtttt　1アルミとその合金の特長は，何といつて

もその輕さである．一方その飯鮎の一つは便楼が高いこ．

とである．そこで橋に隻5ものとして，アルミ合金と銅

との碩格の比較が第一の問題となる．現在米國で揺梁用

材として賞用されているアルミ合金は14S－T6であって

橋にこれを使う場合と錆を使う場合との軍位懲りの

慣格の比較ヵ郭裾年のENR誌8）に出ていた．これを衷

にすると第1表のようになり，材料の畢位重量當りでは

アルミ台全はケイ顯の3．6倍，欝の4．1倍の便格

になろ．さて我園ではどうかというに，我國では，橋に

使5ような大形厚板や押出形材のアルミ合金材は，未だ

．生涯されていないので，その便格は不明であるが，米國

の例では99．e　．％のアルミ地金のボンドMa　l）の償格が17

セソトであるに封し，14ひT6材の華均贋榴まその2倍

の34セソトである．この比李力敏國でも1適罵されるも

のとすると，現在我國ではアルミの慮女地金の｛霞．格ぽト

ン當り13萬聞であるから，ユ4S－T6級の便樹まE6萬

圓と見ることができろ．次に構造用鋼材の現行優格を干

均2萬薗，製作，蓮搬，架設等の諸掛りは瓶況により大

差あるが，これをかりに4萬躍と見ると錆材ではトソ當

L
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り合計6萬圖となる、更｝tアルミ合金と炭素鋼との裂

作，蓮搬，架誘等の工費の比卒は第1表の例では2護で

あるから，この比率を我國に封しても適用するとアルミ

合金では10萬回になり，アルミ合金のトy當りの債格

は，第2表の如くε6萬圓．すなわち鋼のそれの6倍

になる．然るに近き將來において鐵鋼に齪する補給金が

暖止せられた闘においては，銅材の翠贋は5萬画位にな

るべく，また一方においてアルミ合金の需要の埆大と生

牽コストの切下げによつて，材料としての翠贋が20萬

回程度に下がつた場合を想陳すれば，アルミ合金材と銅

材との橋としての重量當り贋格比は丁度3．3になる．

　以上は重量當りの債格比であるが，橋としての蛮際の

建設費の）ヒ較に｛ま，重量と張度とを考えねばならない。

銅材とアルミとの重量比は2．Sであり，標準設計懸力を

鋼では12　kg／mmt’，アルミ合金ではかりに15㎏ノ㎜塁

　　第1表　アルミ台金と鍋材との照位
　　　　　　重謄りの｛費楕比較（米國）

生　磁研

「－

ら慌橋の各蔀に生ずる懸力が不焚であると假定し鳩

含であつて，貧際に1ま，アルミ合金の採用によつて橋の

自重ば50～60％は滅少し，それだけ懸力が小になb，

N材料所翼量もまた斌少し，アルミ合金に鋤して更に有莉

になる．上記はすぺて橋の上部梅蓬についてのみの比較

であろが，橋の日重が小になることによつて，橋蟹，掩

脚等の下都藩辻が置易になり，この方面におけるエ輸

が軽減せられ，橋の全難設費は更に小になる・このよう

に見れば，霊量個格比が4．5である今日においても、ア

ルミ合金は橋において優に銅樗と太刀打ちでるものと考

えられる．

　重置の輕減　一睦，アルミ合金の使用により，橋がど

れほど輕くなろであるうか2　現在までの實例を調べる

と第3表のようになる・鏑とアルミの重鼻二比2・8から計

算すると，設計癒力が同一のときには憂論的には65％

以上の韓滅になるわけであるが，實例では輕減率ばこれ

琶 分，・・S－・・1・イ魏隊翻

　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　4（32，000）　　　　　費・34（270ρ00）材　　料
雛：無｝・！1…6，・・）14・・・・…

合

比

計．65（516，000）
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峯i　1

18（143，COO）
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3（24，000）

13（103、003）

16（127，000）

ll4，1

備考：カッ＝の前の該｛土1ボソド當りのセント，カ・

ッコ内の値は，これをドル360圓のレコードでトソr

営りの圓に養算したもの；

第2表　我函におけるアルミ合金と
　　　銅甘との｛費格」ヒヒ較（圓！トソ）

E 　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　
分’ Pア・ルミ合金P：，・f造用銅

材粁費，。。一・。・｝（・・。，・・。）1・。，。。・

窪：無｝・．1⑳・。1・G・・…kol，・・
（50，COO）

40，000
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ビ

計1ε6αOOO：（300．000）

準i6．・1（・3）
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合

比
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有　効　上ヒ　｛資　｝　ユ・70 （O．95） 11〔1）

にとるものとすろと，アルミ合金橋の建設

費は鍋濡のそれに繋し，重量便格比が5．0

の場合には1・7倍，重量贋裕比D：．33のと

きには0．95倍になる．すなわち，現在の歌

況ではアルミ含金の方力二7鰯高贋になるが

鐵銅の補給血が外され，アルミ合金材のrtZ

贋が20運蜀覆変に下がれば．ア’レミ合金

の方が籔然に有利となる結論になる、

　域上の見較は，橋の材料の種類にかかわ

　　　第1闘世県で最初にアルミを活用した栄園のPitts’
　　　　buτgh市のSmithfield　Streetの橋．木橋は1832
　　　S二巨りj治15勾三）に躍…iナらILた鐘鐵と∫翻の享餐式O橋で

　　　　あろが，その銅材と木村とで澁られた橋｝1…全部をア

　　　　ルミ合血で改築した勅果，橋来の丞糞臆以前01姻

　　　　トンs・ら約牛分の720トンになり，そのため橋の本

　　　骸はそのままで，新時代の亙交罰に紺して十分に安

　　　杢なものとなった．工933年に軟築せらbて以索匠に

　　　　1751三を語蕉＆するが，今な？　rr　tEである・

第3表　アルミ橋と銅橋との重飲較〔箪位トγ）

橋
ミ金ルア合

Smithfield　SL橋っ揺策電雫

Massenaのブレートガーダー

・悶…1・・d麟矯瞬重鷺「

Arvidaのアーチ橿

720

24

85．5
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18！
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o．49

05S

O52

0．52
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第2，3筒　米國のMassenaでGrasse河に梨けられた丈閲28．5　mの全アルミの
7・レートガー〆一の上路蹴橋．1946年1課設・アルミを使肌たのは1スパン分
だけであるがこれ．は全部工場で組立て，現場まで9251rmの距離を韓途し・第2岡の

ように，既に架けらOf・SUゲタの上を起lrtwqcで撫と肋て蓮搬し・一氣に架設し

た．銅ゲタの菰黛が5Sトンであるに劉・し．アルミのケタは241・ンである・第3筒

は架設完了後の寓眞であるが，アルミのケタは，タワミが大きくなるのを輕減するた

めに，その右側に見えろ痢のケタにくらぺて高さがすこし大きくなつている．

　よtJ小である．この主な旺由は，　tt’titのように睡縮材の

　艀愚力力≒嵜しく小になろことと1これらの極のヲζ問が

　左1大ではなかつたことによる．亥聞が100m以上にも

ttiしば恐らく7曜程度の轍になるであろう・なお・

　Sロnderlandの跳開橋の可動桁の鑓1重且86．5　tのうち，

　アルミ含金の占めろ重猛は5L5トソ（板17トソ・押1島

　形材34．5トソ）で，熱装，軌泣等を障外すれば，可動桁

　の糧鹸ヌ栽ま60，6｛二なる．

　　このように脛量になることは，如何なる影響を及ぼす

であろうか．－wetBllの橋の茱設が害易になる．製f’1時

　O部材の職之いが…蓑になる茜＄蓮≧が容易，架設が容易に

　たろ，．大形のワソピースとして轍詮又ほ架畿ができる等

　の利駐は，何人でも常識的に直ちに考えることであるが

　ここに見のがし得ないことは，地震に封して極あて好都

　合なることである．

　　從楽我顕においては，橋の霞計に喋しては地震のこと

　を需に念瓶に竃いて來たのではあるが．幾多の大地犀の

　遡に搬すろと，橋の彼害ほ，ほとんど例外なく，その下

　瀦蓬の傾斜，沈下，飼嚇に墓因している．これに封

　し・上部構造が軽くなることは，それだけ下都1艦の醗

　罠憧を駄することを意凍し，極めて墓ましきことであ

　る・こDことは，欧米各囚では鑑震がさ程痛切な問題で

　たい故か，今までに見た多くの外國文献中これについて

　記述したものは一つもないが，我霞の如き地震國におい

　てほ・アルミ橋の一大特長として見るべきものであろ・

　　軽最であることはまた訣黙を生じてくる．その第一一’t±

晦である．すなわち橋上を走行する獅，鋤轄の

織の駿が，橋の確刺・なる程そ1・tiけ張く怖す

　oことは密然であつて，從・つてアルミ橋におげる衝撃係

’

敬は，銅橋におけるそれ轟りは大にとる必要がある．こ

のことは，今までに見た外覇交献には何等の記述1よなy・S

が，アルミ橋の設計示方嘩定める．iこ當つては・それtt

でに十分に研究して解決しなければなら識問題である．

　輕虹に差因する第＝の問Utl±，衝撃と關蓮することで

はあるが，橋の重さによる剛挫の滅少であつて，・大支間

の吊橋にtsいては痛切な問題となるものである・更に風

歴に鰯しても問題が生じてく6・すなわち・、輕いものほ

ど風のためにPt：き飛ばされ易いの1好供でも知つている

ことであつて，この意昧において，風堅による吹き．一ヒげ

または顛｛到に封し輕いアルミ橋の安定を保つためにに，．

錆橋におげるより以上に十分なる設計を必要とする．

　何れにしにも，輕いということは橋においては一般的

には極めて墓ましきことであつて，〆たとえ主ゲタ又は主

梼を鋼艦とする場合でも．橋床にア・レミを使用してこ

れを輕くすることは，主ゲ取，は主1蒜の礁力を輕滅する

ことになり，それだけ錆材を節約し得ることになる．こ

の意昧において，荷重の霊量化にともなつ｛既設の橋を

改修する場含，齢識造をアルミ合金で改築すれば，主

ゲタ又は主構に特に禰彊を施さずとも重荷重に耐え得る．

ものとすることができる．

　推に使われるアルミ合金　アルミを最初に橋に懸用し

たSmithfie！d　St．橋の橋床貢築エ事では、17S－Tを使

うものとし，．許容睡力を工05　kgJmm！にとつてすべての

設計がなされたのであるが．その頃（1933年）になつて生

産が開始せられた27S－Tの方が優秀なことがわかつた．

結果1設計には何等の饗更も加えずに，17S－Tの代りに．

27S－Tを使用した．りペヅトはすべて銅，高欄には51S

－Tの睡延形材と　4S－Hのパイブとが使われた．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35
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’r461年1・鮒ら糠M・ssena一のGf・・se河の橋駕

すへてユ4S－Tδの押出形材及びAlclad板が使用せられ

　りベット材としては，歴カリベッタによる冷問打ちには

　　　L真17S－T3が，室氣ノ、ソマによる熱問打ち（550℃）には‘

おS－Tl1オ遜用せられた．この綱でのAI・。・14S－T

ま獣米告図にzttいゼ橋に使うアルミ合鉦し朝綴
H　　’　　　　　　　　　　　　

も賞用されているものであり，我國におけるND’，莫國の

、AW　i5，勇ナダあAl　can　26　S」T，フラソスのA－－U4G

，こ霜當する．鍛陰，莫國のSunderlandの跳開橋では，

・板にはAW　15　G，淘1出形材にはAW15Aが使用せら
F　　　　　　　L　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

tlzカナダのArVidaのアーチ橋では今1・即26§－Tが

使罵て・られた．な需，強度は鈴り必要でないが，耐蝕｛生

が問悪となるものに封しては，14Sよりは張度の烈占にお

いてほi劣るが耐蝕性では優量七ている．Alcoa　61S－T6が．・

賞用せられiる・これは英國のAW　IO，・thナダのAl　can

65Sに糧當し，　AW　10は英國で1ま建築用材として標準

　となつている、

　これら諸合金の性質、化學威分等については本誌申の

別稿に説明されているから，ここには雀略するが，

’i4　S－T　6，　AW　15，、6ユS－T　6等の彊度，辞容磨力簿の標

準値烈さ賀際に使用されたものにつ野てQ値の大要は第

4表の如くである・　　　　　　　…

　　第4妄

　　　　　　t　　　　’　　生産研究’

を生ナるときの睡力として定義書れる．アルミ合金の比

例限度と見られる鯉1は…この降伏強度より遙かに低く1，

ユ4s－T6級ではおよそ．　3P　k9／mm2程度であり’とれを

基漁とすれば，これに封する　155㎏1mfn2の許容懸力

の安蚕率は約2であつて，鋼のそれ｝こくらべて特に低い

もの1とは言え，なし、　　　，　　　　　　　　　　’　　　　　，

痺勢の問題また前記の許容鷹力が疲勢の覆勲から不

安ではないかとい，う探問もよく提起される．およそ疲勢

叉は疲勢限度なるもめは，懸力の極類，試蘇片の形瓶

試瞼の方法等によつて可成りの差示生ずるものであるが

最近入手した文献の申から，14S－T6の曲げ疲勢試験の

結果の一例を示すと・，第5表のよ5になる・なるほどア

舞5表回轄曲げ繰返しによる14S・T6の疲勢限慶

、・

ik9／rnpt2〕　　　　　、　・

刎ク司　・。・1エ。6

棒　　材

　板
鍛遇品
押出材

28。1
↓

26．4

28。1

29．2

22ユ

21．4

22．5

22．5・

107 los

172

、172

17．2

．17。9

（執験片直裡乳6mm）

　14．4

　エ3．7

　14．8

　14．4

’一馳r層

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルミ合金においては，引張張度叉は降伏強度に野する叢

欄アルミ合金の強度，許容態力等の例（kg加f）　　勢瓢の低下の削合（・t・鋼の場合よりは大

譜繍M癬撫緯2翻s轟d
引張彊劇49

1

叢臨器鶉
42～48

422）　37～412）

29．5

15．5　　　’15、5

41　　國42
322）　　．352）

10．5　一工0．5＊

39
23ユ）

5α6ユ

61S－T6

標準、

32
282）

11

｢
　　　　　　2）獺ヒ’ズ圏ミ0ユ∫｝‘，2）脇ヒズミO．2，ざ；

　T　1ユ7S－Tとし謙赴し獺に1ζ27S－Tを｛吏用しk

　なお・冷瞬打ち猛力・yペットA17S－T3の均勢踏雁蓑度

徽2・　3　kgfmm2，熱．雨打ちハソタリペジト53S－T　41のそ

れは一17kg／エnm2であつて，何れも鍋の場合より低い，

　第4i羨がらわかるように高カアルミ合傘では・その　・

いわりる降伏強丈が比較的に高く，破整強度に抵いこと

あ：待畏である．この高い峰1巌度に饗する橘の設計めた

あの許容懸力の安量拳ヵ｛2．5んv2Sであって，銅橋の場

奮の1．S～2．O　より大であることは，何かアルミ合金の

磨力の繰返しが問題となるのであり

繰返されても問題とならなU・．一そして橋の霞貯に際して

は，あらゆる荷重丑i酸艮の5ち最悪の航態を求あ，こS．　；i：

よる磁力の最づく健が（衝撃め影響をも加算して）群禦通

ヵを超過しないように設計する．この様な最悪の荷重勲

態が，前述の如くi連緻5日問も綾いて繰返されろこと査

又は1日に干均700回以上も30～40年謂に強蔽する

ことは考えられぬことであり，橋に卦してはその一生を

・』 ﾅあt），‘また14S－T6に華ける’許容慮カ

ユ5．5　kg／mm2は103サイククル塑勢臓約

’a4　1｛ginlm！よりは大である．鍋材では疫i努

限度をき肺サイクルのとして、叢常1。7

、サイクルが探用せられるが，ユ07サイクルと

いうのは毎秒251珂で蓮蔽5日間を意昧し

また橋の有敷壽命を3eev40年とすると，

　1目干均700～1000回に根當する、しか

し疲努の問題においては，渡勢眼度に抵い

　　　　　　　　　　　’小さい騒力は何囲

材質に封して不安があるためでは鶴・かと考える人蜻’趣じ1°触イク・レを考えて＋分に安至砺る’1そ轄る

ゐ．しかし，およそ7ンクの比例法則に塞く弾性理論｝ひ・

よつてすべての設計計算を行う場合iこあつては，此倒眼

距叉はi暉性限堂が安三牽穿定の基腰iとなるべきである．

　　　　　　　　　　　　　　　　マ鋼の場合には，その．比例隈度叉は弾1性浪度はその降伏鮎

」こ近装するから，降俵勲を基貼としてかまわないのであ

るが，アルミ合金のいわゆる降伏強髭なるものは、銅の

鋒fた鮎とは急舅ミカ：異なり，⑪29‘（又は、〇二％つの残留歪

　’3§

・　と，・100サイクルの14S－Tβの疲勢限度は第5麦の如く

12王～32kg加m・であt，・，これに勢し’ユ5．5　k91mm・雌

　　i容照力は十分に安歪であると結諭することができる・

　　　i疲勢に鯖して萄題となるのは，許容睡力の憧そのもの

　　ではなく，慮ガの集中によつて局吉働に生ずる大きな値

　　の懸力である．何縛かの不迎績性があって塵力の集中が

　　ある場合にi渡努誤度が著しく低下することは朗らかti

　　　　　　　　　　　　　　　t
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　　第2雀　第4號・

ことであつて・この鰍において・臨面のk：Pt，凹角部

等すべて異帯な懸力が集中する部分の設計に1ま，アルミ

の橋においては・銅橋にntrるよりも一Tgに細心な設計

を必要とする・

降伏彊度が高いζとアルミ合金の降ρヒ張度が高いこ

とは，張度の上からは極めて墓ましいことであるが，ヤ

ソグ係敷の値が小なろ‘とと共に，材繕の曲げ加工等を

するときに・鋸の場合よりも大なる力と大なる饗形とを

興えねばならないことを意昧する．更に設計の上では，

疫努の問題と凝連して，慮力の集申に聞する問題が生じ

てくる。すなわち銅の場合に像，降伏鮎が低いから・あ

る局部に灘力の集中が生ずれぽ．モれは容易に降侠鮎に　幽

達し得べく，その時にはその都分の材科が容易に降伏し

て，局所に集巾した懸力を自動慰こその附近一稽に廣く

分布すろ．これに反し降伏強度の高いアルミ合金で｛ま，

このような良動訪磁力分布作用は起らず．一且晒力が降

伏張度に逗したとすれば，75Sの如く降伏貼が破堰鮎に

桓めて近い材併では，直ちに城纂にまで到達し．それま

でに蓄濱された多迂の歪工ネルギーが一時に放散せられ

て，いわゆる爆褒的破壇を生ずろこともある．このよう

な意舅こにおいても，アルミ構蓬においては，遮1力の集串

ば極力これを起減しなければならない．

　ヤング係数が低いこと　権にとつてアルミ合金の薦

の一つは，そO張度は銅と日コ｝度であろにかかわらず，

書ソグ係毅Eが約7300　kg’rnme（ca　．D　Eの約1／3）の

姪い値であることである．Eの低下に比例して，郁材の

彫，橋のタワミ，從つて樋播⇒翫たし，また堅擁材

の長柱としてつ強疫が低下する．更に，挫屈に封して，

プレートガーダーのウ＝ブの厚さを勢薔力の方から必要

とされる以上に厚くすろか，あるいば菰洞」材の間隔を密

にすろこと等の必要力塁生じてくろ．　　　　　　　　　　、

　Eの小なろことによろタワミO駄すなわち剛性の

一

㍉繊駈；磯マ・

第4団　Sunderland路開橋の現壌紐立
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減少に封しては，ケタ叉はトラスの商さを銅橋の場合よ

りは大にすることによつて，ある程度は補い得るのであ、

るが，プV一トガー　」）　一の場合，その高さを大にするこ

と1ま，ウェブに厚い大きな板を必要とし，また補剛材の’

長さを大にすろことになる，從つて，材料費が大きな比

重を占めるアルミ橋において1・±，極力材税の箇約を圖る・

意昧から，粗當に大きいスパソになると，鋼矯ではプレ・

’トガーダーの方が有利であるスパンに封しても，アル

ミ橋でばトラスの方が有利となる結果になる．橋のタワ’

ミについては，「鍋矯示方書では何れもある制限を設けて’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽、
いるが，この制限並には大した囎はなく，アルミ橋に．
　　　　　　　　　　　　　　ぞ錯してはこれを相當に緩和してよいものと考えられる．

ただしどれ程までに緩和すべきやは今後の研究問題の一・

つである．

　匪繍材の長柱彊度は，オイラ・一の理論による眼り，材『

料の張窪に無闘係で，ヤソグ係敬Eに正比例する．從’

つてアルミ合金の唾縮材の長技張変は，．銅に比ぺると著

しく低くなり，從つて，橋の形式を逞ぶ場合には，匪縮’

材の長さがなるべく小ですむもの，睡縮を受ける部分が：

小なる形寒を逞ぶべきである．この意昧においては，た．

とえばハウトラスよりもブラットトラスの方が有利であ

り，またアーチ橋ば，アルミ合金の橋としては一般的に

不剥であるという紬論になる．また座縮材それ自身の設

計においてに，その断面の材料をなるべく外方に分布し．

て臨画二次牛径を大にすると共に7長注とレての長さを

小にして，長控としての細長比をなるべく小にするよう

に苦心しなけれぽならない．吊橋，昇闘橋の塔など主と

して騰荷重を受ける構造には銅を使用する方が有利で

あろ．

　Eが小なることは，また或ろ葱の利鮎をもたらす．．そ

の一つは，他の條件が同一ならば，トラス都材の二次懸

力がβに正比例して｛　thすること，同様に，灘パリ，．

アーチ，ラーメソ等の不静定構造における支致の摯…位の

形軽ボ，鎧の場合の約113に減少することである・また

前蓮つように，躯最であることは動荷重の街撃の影羅を

大にするものであるが，一方において，小なるEとに基

くタワミ易さ，すなわち剛性の減少は，動荷重の衝哩を

小にすろはずである．この正反封の雨彊慣が合成されて’

lrt何なる結果になろか：ま，今後研究すべき一つの問遜で曽

ある．

　黙膨賑の問題　アルミ合金の、．．瀞販係”utt　2．35×10－fi’

（0～100℃）であ？て，錆のそれの2倍弧である．橿で

ほ一般に一端を固琿借他端を可動端にし，可動饒でば鐵

辻橋では±40℃，池銘橋では±30℃の濫鰻化に糧

’13する仲綜が可能であるように設謡’することになつてい・

ろ．これに從うと，アルミ合金の橋詫）可動堪にお1ナるf【寧

欝，ま，．並橋ではスパソ1mにつきO．95m叫遡盗橋（“

はO．70mmになろ．しかしこの外1こ劉乍上の灘をも，

37
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　併せて孝えると、アルミ橋の可動端はスパソ1mにつき

　±ユ．5m：uの仲縮に支障なきように設計するのが望まし

　、、（銀橋添方書ではスパソ1mにつき±lmm≧定め

　られていろ．）

　　ア・一チ・，ラーメン等における湿童憂化による瞭力は，

’一ﾊにヤソグ係歎と熱膨脹係激との相乗積に比例する．

　故に，銅に比べてアルミ合金のヤソグ係数が113，禦膨

．脹係敬が2倍とすると，アルミ橋の温度璽化による懸力

　は，錆僑の場合の2／3，すなわち1／3だけ小になること

　．になる．アーチにおいては湿度塑化による噸力は，通常

　の荷重による懸力に比較し得る程度iこ大きな影響を有す

　るものであつて，これが工13も減少することはlEが小

　なることに基く鵬謙容懸力の低下の悪影響を部分的に

．相毅するものである．

　　融蝕性　彊カアルミ合金の耐蝕・性その塗装．これに

　關蓮しての誰持費の聞題については，今後その郡門分野

　における研究にまつ次第であるが，今から17年前に改

　築せられたSmithfield　St．橋の橋床について，その後

何等の異状も報告されていない事實は，これが今なお建

　在であることを意昧し，また，常に海風にさらされる北

　湛に近いSunderlandの港に，融然として浬界最初の全

　アルミ可動驕を架設したことには，英園按徳者のアルミ

合金の耐蝕性に封する自信の程がうかがわれる．

　　以上，アルミ．合金を橋に利用する場合の利害得失及び

注意すべき事項について，そのあらましを記述したので
　　　　　　　　／
　あるが，この．外に，橋の材料としての形材の形状寸法，

板の厚さと寸法ゲリペットの悶題熔婆，アルミ合金の

」利厨に蓮1する橋の形式，工泰費と維持費の澗題，標準設

th　’i

。。「

計及び製作示方書等，幾多の頂要な間題が残され，いず

れも貝腔的に研究して解決せiaばならぬ笥領である．今

日の＊図では橋のW作に必要なヲく形の形材や板は来だ生

産されていないが，近き將來これ．らの生癒が實現する嶋

含，直ちに實際の橋を設訓・架設し得るよう，それまでに

ﾍ上寵の諸問題について，完全とまでは行かなくとも，あ

る程度の解決を得たいものと念願している，（1950．2．6）
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第5圖　 カナダのQuebe：州Arvida置＝おいて5aguenay河に架かる全アルミのアーチ禍・
全長153m，中央支間88．4mの註i路栂．アーチリリブの噺丙は，11181　cm，高さ1．42m　の

箱形断両である．全霊鍛は181トン．これを銅材で漬るとすると405トンの重皿になる・
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